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食物アレルギー(以下ＦＡ)に悩んでいるお子さんや
親御さんは多いと思います。一部の報告では、ＦＡと診
断されたことがある子どもは、乳児の約５％、３歳児の1
６.５％、学童期の２.３％存在すると言われており、多くの
お子さん・親御さんが悩んでいます。そこで今回はＦＡ
についてお話します。 
 
　ＦＡの具体的な症状としては、 
皮膚　痒み、蕁麻疹、むくみ 
粘膜　目の充血、まぶたの腫脹、痒み、口の中の痒み、
イガイガ 
気道　咳、ゼーゼー、呼吸困難 
消化器　嘔気、嘔吐、腹痛、下痢 
などの症状です。また、これらの症状が同時に起きたり、
血圧低下や意識障害を伴う場合、アナフィラキシーと
いう状態であり、命の危険を伴います。 
 
子どもがＦＡを発症する可能性が高まる条件は、いく

つか考えられています。まず、ご家族がアレルギー疾患
を有している場合は注意が必要です。 
また欧米の研究で、ピーナッツをよく食べる家庭で
は埃の中にピーナッツが多く、子どものピーナッツアレ
ルギー発症が高まったという報告があります。これは、
家庭環境でのアレルゲン量とＦＡの関係性を示してい
ます。 
さらに、最近提唱されている危険因子として、乳児期
のひどい湿疹やアトピー性皮膚炎などの存在が指摘さ
れています。これは、食物がアトピーなどでバリア機能
が失われた皮膚から侵入した場合にアレルゲンとなり
得る、という説に基づいています。この説はまだはっき
りとは証明されてはいませんが、現在はかなり有力とさ
れています。 
 
ＦＡの予防に関しては誤解が多いです。まず、妊娠中
の母親の食物除去は、全く予防効果が認められていま
せん。完全母乳栄養も、ＦＡ予防効果は明確に証明され
ていません。また、ＦＡ発症前からのアレルギー用ミル
クの使用や、離乳食を遅らせたりアレルゲンとなりやす
い食物を予め除去することも、全く予防効果は認めら
れていません。 

前の段落でお話ししたような皮膚トラブルが存在し
た場合のスキンケアに関しては、有効性を示唆する研
究結果が複数報告されており、十分な証明はされてい
ませんが、乳児期のスキンケアは重要と考えます。 
 
ＦＡとの付き合い方をお話しします。アレルゲン除去
は必要最低限でなくてはなりません。「念のため」や「心
配だから」という理由だけでの除去は慎み、加熱や少
量など発症しない範囲では摂取するよう心がけましょう。
しかし、体調やアレルゲン摂取後の運動などで症状が
誘発されることがあるので、摂取可能量は医師と相談
しながら決めていきましょう。 
食物の除去や制限を行っている場合は栄養バランス

が崩れる可能性があるので、その他の食品で補うよう
にしてください。たとえば牛乳アレルギーの場合は、幼
児期であってもアレルギー用ミルクなどの代替品でカ
ルシウムを補うことが望ましいです。 
またアレルゲンを誤って食べてしまう「誤食」予防の
ために、家族、親戚、集団生活を行う園や学校、子を預
ける可能性がある友達やその親にも、周知させる必要
があるでしょう。 
外食の際にも、積極的に店員さんにアレルゲンの使

用の有無を確認しましょう。この際、店員さんによって
は料理内容を十分理解していない可能性があるので
注意してください。露店や試食が多いイベント会場な
どは誤食のリスクが極めて高いため、細心の注意が必
要です。 
万が一症状が出てしまった場合の対処法や、緊急性

を伴う場合の判断方法など、主治医に予め聞いておき
ましょう。 
 
ＦＡは、お子さんやご家族の負担・ストレスを出来る
だけ少なくすることが肝要です。主治医とのコミュニ
ケーションをしっかり取りながら上手に付き合っていき
ましょう。 
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